
児
童
福
祉
法
第
二
十
条
第
五
項

そ
の
主
務
大
臣

独
立
行
政
法
人
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構

生
活
保
護
法
第
四
十
九
条
及
び

第
五
十
四
条
の
二
第
一
項

そ
の
主
務
大
臣

独
立
行
政
法
人
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構

覚
せb

いb

剤
取
締
法
第
三
十
五
条

第
一
項

主
務
大
臣

独
立
行
政
法
人
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構

母
子
保
健
法
第
二
十
条
第
五
項

そ
の
主
務
大
臣

独
立
行
政
法
人
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構

建
築
物
に
お
け
る
衛
生
的
環
境

の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
十
三

条
第
二
項
及
び
第
三
項

当
該
国
若
し
く
は
地
方

公
共
団
体
の
機
関
の
長

又
は
そ
の
委
任
を
受
け

た
者

独
立
行
政
法
人
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構

医
療
法
施
行
令
第
一
条

次
の
表

法
第
七
条
の
二
第
一
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」

と
あ
る
の
は
「
厚
生
労
働
大
臣
」
と
、「
次
に
」

と
あ
る
の
は
「
第
八
号
に
」
と
、「
許
可
」
と
あ

る
の
は
「
承
認
」
と
、「
当
該
都
道
府
県
が
」
と

あ
る
の
は
「
病
院
の
所
在
地
の
都
道
府
県
が
」

と
、「
の
数
）」と
あ
る
の
は
「
の
数
）
に
つ
い
て

当
該
病
院
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
に
報
告

を
求
め
、
当
該
病
床
の
種
別
に
応
じ
た
数
」と
、

「
か
か
わ
ら
ず
」
と
あ
る
の
は「
か
か
わ
ら
ず
、

当
該
病
院
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
と
協
議

の
上
」
と
、
同
条
第
三
項
中「
都
道
府
県
知
事
」

と
あ
る
の
は
「
厚
生
労
働
大
臣
」
と
、「
第
一
項

各
号
」
と
あ
る
の
は「
第
一
項
第
八
号
」と
、「
限

る
。）又
は
診
療
所
（
前
条
第
三
項
の
許
可
を
得

て
病
床
を
設
置
す
る
も
の
に
限
る
。）」
と
あ
る

の
は
「
限
る
。）」
と
、「
数
が
」と
あ
る
の
は「
数

に
つ
い
て
当
該
病
院
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知

事
に
報
告
を
求
め
、
当
該
療
養
病
床
及
び
一
般

病
床
の
数
が
」
と
、「
病
院
又
は
診
療
所
が
」
と

あ
る
の
は
「
病
院
が
」
と
、「
許
可
に
係
る
療
養

病
床
等
又
は
同
条
第
三
項
の
許
可
を
受
け
た
病

床
」
と
あ
る
の
は「
承
認
に
係
る
療
養
病
床
等
」

と
、「
行
つ
て
い
な
い
と
き
は
」と
あ
る
の
は「
行

つ
て
い
な
い
と
き
は
、
当
該
病
院
の
所
在
地
の

都
道
府
県
知
事
と
協
議
の
上
」
と
、「
当
該
病
院

又
は
診
療
所
の
開
設
者
又
は
管
理
者
」
と
あ
る

の
は
「
独
立
行
政
法
人
地
域
医
療
機
能
推
進
機

構
」
と
、「
許
可
の
」
と
あ
る
の
は
「
承
認
の
」

と
、「
命
ず
る
」
と
あ
る
の
は
「
申
し
出
る
」
と

読
み
替
え
る
ほ
か
、
次
の
表

平成™�年š月š˜日 月曜日 (号外第� 号)官 報

（
他
の
法
令
の
準
用
）

第
十
八
条

次
の
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
機
構
を
国
の
行
政
機
関
と
み
な
し
て
、こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
条
第
五
項

二

大
麻
取
締
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
四
号
）
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で

三

医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
四
条
第
一
項
及
び
第
六
条

四

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
（
中
国

残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三

十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関

す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
附
則
第
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
お
い
て
こ
れ
ら
の
規
定
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む
。
次
項
の
表
に
お
い
て
同
じ
。）

五

司
法
書
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
九
十
七
号
）
第
六
十
八
条
第
一
項

六

土
地
家
屋
調
査
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
八
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項

七

覚
せb

いb

剤
取
締
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
五
十
二
号
）
第
三
十
条
の
十
五
第
一
項
及
び
第
四
項
、
第

三
十
四
条
の
三
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
三
十
五
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
三
十
六
条
並
び
に
第
三
十
七
条

八

麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
十
四
号
）
第
五
十
条
の
五
第
一
項
及
び
第
六
十
条
の

二
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で

九

下
水
道
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
四
十
一
条

十

河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
九
十
五
条
（
同
法
第
百
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。）

十
一

母
子
保
健
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
二
十
条
第
五
項

十
二

登
録
免
許
税
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
三
十
五
号
）
第
二
十
三
条

十
三

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
八
条
の
二
第
一
項
第
三
号

十
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
七
条
第

四
項
及
び
第
十
三
条

十
五

建
築
物
に
お
け
る
衛
生
的
環
境
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
二
十
号
）
第
十
三
条

十
六

都
市
緑
地
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
七
十
二
号
）
第
三
十
七
条
第
二
項

十
七

看
護
師
等
の
人
材
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
十
三
条

十
八

密
集
市
街
地
に
お
け
る
防
災
街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
三

十
三
条
第
一
項
第
三
号

十
九

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五

十
七
号
）
第
十
四
条

二
十

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
十
四
条
（
同
法
第
十
六
条
第
四

項
及
び
第
十
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

二
十
一

景
観
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
号
）
第
十
六
条
第
五
項
及
び
第
六
項
並
び
に
第
六
十
六
条
第
一
項

か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第
五
項

二
十
二

不
動
産
登
記
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
十
六
条
、
第
百
十
六
条
及
び
第
百
十
七
条

二
十
三

地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
四
十
号
）
第
三

十
三
条
第
一
項
第
三
号

二
十
四

津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
十
六
条
第
一
項

（
同
法
第
七
十
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
八
十
五
条
（
同
法
第
八
十
七
条
第
五

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

二
十
五

医
療
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
三
年
政
令
第
三
百
二
十
六
号
）
第
一
条
（
同
条
の
表
第
七
条
第
三
項
の
項

を
除
く
。
次
項
の
表
に
お
い
て
同
じ
。）、
第
三
条
第
一
項
及
び
第
四
条
の
五
（
同
条
の
表
第
三
条
の
三
の
項
及

び
第
四
条
第
二
項
の
項
を
除
く
。
次
項
の
表
に
お
い
て
同
じ
。）

二
十
六

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
三
百
八
十
六
号
）
第
二
十
一
条

二
十
七

都
市
計
画
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
四
年
政
令
第
百
五
十
八
号
）
第
三
十
六
条
の
三
、
第
三
十
七
条
の
二

及
び
第
三
十
八
条
の
三

二
十
八

看
護
師
等
の
人
材
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
四
年
政
令
第
三
百
四
十
五
号
）
第
二
条

二
十
九

原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
七
年
政
令
第
二
十
六
号
）
第
十
一
条

か
ら
第
十
三
条
ま
で

三
十

不
動
産
登
記
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
三
百
七
十
九
号
）
第
七
条
第
一
項
第
六
号
（
同
令
別
表
の
七
十
三

の
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。）及
び
第
二
項
、
第
十
六
条
第
四
項
、
第
十
七
条
第
二
項
、
第
十
八
条
第
四
項
並
び

に
第
十
九
条
第
二
項

三
十
一

景
観
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
三
百
九
十
八
号
）
第
二
十
二
条
第
二
号
（
同
令
第
二
十
四
条
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
法
令
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定

中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
の
字
句
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

› 
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